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「かさぎひろば」が始まります
　天然わかさぎ温泉笠置いこいの館・多目的広場・多世代交流施設つむぎてらすなど、町内外の人と人との
ふれあいと交流の場として、このエリアを総称した「かさぎひろば」が始動します。
　６月３日（日）には、「かさぎひろば」の開所式をおこない、町内外に広く周知するとともに、みなさん
に心から愛される拠点となることを目指して新たなスタートを切ります。

◦天然わかさぎ温泉笠置いこいの館　リニューアルオープン
　館内改装工事のため、休館しておりました「笠置いこいの館」が４月 27 日（金）午前 10 時にリニュー
アルオープンしました。

　６月１日（金）、２階のお食事処いこいのはなこがリニューアルオープンします。
　大阪福島の居酒屋「晩酌食堂 Hanaco ＋」のエッセンスを加えた新しいお食事処として、みなさんに美味
しいお食事をお届けします。
　さらに！お食事処リニューアルオープンイベントとして、本鮪の解体ショーを開催します！！
　日時：６月３日（日）正午～
　場所：２階いこいのはなこ
　内容：まぐろ試食＆まぐろ丼即売あり　※限定 100 食

　生まれ変わった笠置いこいの館へみなさまのお越しをお待ちしております。

新しくなった館内

お食事処リニューアルオープン

天然わかさぎ温泉笠置いこいの館
所在地：笠置町隅田 24 番地
問合せ：☎ 0743・95・2892
営業時間：午前 10 時～午後９時（受付終了午後８時 30 分）　
休館日：第１・３水曜日（祝日は営業）、年末年始
料　金：大人 800 円・小学生 400 円・70 歳以上 650 円

館内の遊休スペースを改修し、食事・宴会等の機
能に加え、会議・オフィス機能を新たに整備しま
した。

１階喫茶を廃止し、物販・観光等の交流機能を整
備することにより、交流人口の拡大及び滞在時間
の延長を促し集客・賑わい創出を目指します。

新しくなったロゴマーク
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◦多世代交流施設つむぎてらす　完成
　住民のみなさんの健康保持と福祉の増進、憩いの場など、様々な交流活動を支え、人が行き交い賑わいを
創出する拠点として、多世代交流施設「つむぎてらす」が完成しました。
　子どもから高齢者まで幅広い世代が文化交流活動やレクリエーション・健康増進活動に利用していただき、
また子どもたちの健やかな成長を見守る機能も備えた多機能施設です。

所在地：笠置町隅田 27 番地
問合せ：☎ 0743・95・2107
開館時間：午前９時～午後６時（夜間使用は午後 10 時まで）
休館日：日曜日・祝日・年末年始（12 月 29 日から翌年１月３日）
使用料：下記表のとおり

使用時間区分　
使用施設

午前９時～　
　　正午

午後１時～
　　６時

午後６時～
　 10 時

冷暖房使用料
（時間区分毎）

多目的ホール
２分の１使用 1,000 円 1,500 円 2,500 円 1,000 円
全面使用 2,000 円 3,000 円 5,000 円 2,000 円

和室 1,000 円 1,500 円 2,500 円 1,000 円
調理室 1,000 円 1,500 円 2,500 円 1,000 円
娯楽談話室（会議室） 1,000 円 1,500 円 2,500 円 1,000 円
　※次の場合、使用料は免除されます。
　◦笠置町・相楽東部広域連合が主催、共催又は後援する会議及び事業
　◦笠置町の行政区が主催する会議及び事業
　◦地域振興・住民福祉の向上・コミュニティ活動等互助活動と認める会議及び事業

［備考］
　１．町外者が使用する場合の使用料は、上記表の定める額の２倍の額となります。
　２．使用時間の超過は、次の時間帯の２分の１の額を付加するものとし、１時間以上不可。

施設概要

館内の様子

多目的ホール 和室

調理室 娯楽談話室
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　５月８日（火）、東部区法明寺で花祭りが開かれました。
　４月８日にお釈迦様の誕生を祝う地域もありますが、東部区では月遅れの５月
８日に毎年花祭りがおこなわれています。
　地域のみなさんが季節の花である、蓮華
やタンポポを持ち寄り、お釈迦様の花御堂
を色とりどりに飾り付け、その中にお釈迦
様が入られ甘茶をかけられました。
　花御堂を飾りつけるのは、お釈迦様のう
まれであるルンビニ花園が花いっぱいの場
所であったこと、そして、お釈迦様の初め
ての産湯が甘露だったという事から甘茶が
かけられます。
　たくさんの地域のみなさんにお祝いされ、
お釈迦様はやさしく微笑まれていました。 みなさんで花御堂の飾り付け

笠置町東部区花祭り

地域おこし協力隊の紹介

各地で和束の新茶を振る舞いました

　このたび新しく、地域おこし協力隊のメンバーが
任命されました。初の女性メンバーとなる香椎 杏さ
んです。

　現在、大学院でフランス文学専
攻の香椎 杏さん。大自然いっぱ
いの笠置町で地域のみなさんが元
気になれるような事をしていきた
いと話してくださいました。
みなさんへ

「何でも気軽に話しかけてくださ
い。」

　４月 16 日（月）、笠置町役場で移住呼びかけ人の
認定式があり、坂本英人さんに認定証が交付されま
した。
　移住呼びかけ人は、農山村に移り住みたいと考え
る移住希望者に対して、自ら居住する地域の暮らし
ぶりや住居・仕事に関
することなど情報提供
及び助言をすることに
より、移住者の受け入
れを通じた農山村の活
性化を支援します。

　新茶の季節を迎え各地で和束の新茶を振る舞いました。
　毎年、ゴールデンウィークにおこなわれているリーガ
ロイヤルホテルでの和束茶の振る舞いは、今年で 13 年目
を迎えることができました。
　今年は、５月２日（水）～６日（日）の間でリーガロイ
ヤルホテル（京都・大阪）、都市センターホテル（東京）
で和束新茶の振る舞い・販売をおこないました。３会場
では多くのお客さまが和束茶を味わいました。
　リーガロイヤルホテル京都では、和束町のマスコット
キャラクター「茶茶ちゃん」も登場し、和束町の観光 PR
をおこない、多くの方に和束町を知っていただく機会と
なりました。

色とりどりの花御堂

リーガロイヤルホテル京都で和束茶の PR をする茶茶ちゃん

笠置町

和束町

移住よびかけ人の認定 笠置町
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　５月 15 日（火）、和束町釜塚の農園で和束保育
園年長児ぞう組がお茶摘み体験をしました。初め
て体験する子も多く、保育士が絵を見せ、一つの
芯に一つの葉っぱを摘む、「一芯一葉」の摘み方
の話を聞き、その後茶畑に一列に入りました。
　前々日の雨で土がぬかるんでいて、ドロドロに
なりながらも「葉っぱこれでいいの？」と尋ねた
り、「上手につめたよ！」と茶葉を喜んで見せて
くれたりしながら、楽しそうに摘んでいました。
　摘んだ茶葉は次の日の給食で天ぷらにしてもら
い、乳児から幼児まで美味しくいただきました。

和束保育園お茶摘み体験

自転車ラックの寄贈

南山城保育園で田植え・種まき

　４月 19 日（木）、南山城村農林産物直
売所に自転車ラックが寄贈されました。
これは、コンビニ等の店先に無造作に放
置されていた自転車を見て、自転車を整
えて置けるようにと木津川サイクリング
倶楽部が京都府南部の観光地・店舗を中
心に寄贈されているものです。
　手作りの木製で防水ペイントもされて
おり５台停める事ができ、「自転車での集
客につなげられれば。」と直売所運営委員
も喜んでいます。

　５月９日（水）、南山城保育園の園

児が田植えと野菜などの種まきをし

ました。

　園庭にある「ミニ田んぼ」で、初

めは恐る恐るといった様子で泥水に

手をつけていましたが、みんなで数

本ずつしっかり植えることができま

した。田植えの後はアサガオやオク

ラ等、花と野菜の種を一人ずつ植木

鉢やポットにまき、大切に育てよう

と一生懸命水やりをしていました。

左から直売所運営委員会会長 福中陽子さん、
木津川サイクリング倶楽部 嶋村年彦さん、直売所運営委員会副会長 横畑君子さん

種まきの後の水やり教わりながら植えていきます

和束町

南山城村

南山城村
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　３町村各保育園（所）ではこの春、遠足にでかけました。
　笠置保育所では、５月 11 日（金）宇治市植物公園にいきました。
　たくさんの花で出来た大きなタペストリーを見て、「ゴリラや！」「バナナ食べてる！」と子どもたちは楽し
そうに話していました。
　待ちに待ったお弁当の時間には、口いっぱいに頬張りながら「おいし～い！」とうれしそうに食べていました。
お弁当の後はさくらんぼや梅の実を拾ったり、噴水の周りでおにごっこをして遊びました。
　和束保育園では５月 11 日（金）晴天の中、和束町内で遠足をしました。
　３・４・５歳児は徒歩で和束町児童公園まで行き、遊具で遊んだ後、こども館でお弁当を食べました。
　乳児は天満宮まで行き、おかしとジュースをいただきました。
　乳児・幼児ともさわやかな初夏を思わせる日差しの中、楽しく一日を過ごすことができました。
　南山城保育園では４月 23 日（月）、大河原小橋からやまなみホールまで木津川沿いを散策し、草花を摘んだ
り花で冠を作ったりして遊びました。

宇治市植物公園で記念撮影（笠置保育所）

３町村保育園（所）春の遠足

情報公開及び個人情報保護制度の運用状況（平成29年度）

３町村

　笠置町・和束町・南山城村及び相楽東部広域連合では情報公開条例により、公文書の公開等をおこなっています。
また、個人情報保護条例により、本人の請求に応じて、実施機関の保有する個人情報の開示や訂正等をおこなってい
ます。平成 29 年度の各制度の運用状況は、次のとおりです。

◦情報公開及び個人情報保護制度の運用状況（平成29年度）� （単位：件）

笠 置 町 和 束 町 南山城村 連 合

１．情報公開制度の運用 個人 法人 個人 法人 個人 法人 個人 法人

（１）公文書の公開請求にかかるもの

請 求 件 数 ９ １ ４ ０ ５ ０ ０ ０

公
開
状
況

全部公開 ６ １ ３ ０ ４ ０ ０ ０

一部公開 １ ０ １ ０ １ ０ ０ ０

却　　下 ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

（２）不服申立にかかるもの 申 立 件 数 ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

２．個人情報保護制度の運用

（１）保有個人情報の開示請求にかかるもの 請 求 件 数 ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０

（２）保有個人情報の訂正又は利用停止請求にかかるもの 請 求 件 数 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

※制度運用については、現在お住まいの町村総務課までお問合せください。

和束町児童公園で記念撮影（和束保育園） 河川敷で記念撮影（南山城保育園）
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２
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習
し

た
お
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。
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�

～
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植
え
体
験
～

伊
根
中
学
校
と
の
交
流

�

＝
和
束
中
学
校
＝
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土砂災害に備えましょう
　６月になり、今年も雨の多い季節を迎えようとしています。国土交通省砂防部が発表した平成 29 年に発
生した土砂災害の件数は 1,514 件（内、土石流等 313 件・地滑り 173 件・崖崩れ 1,028 件）で、昨年より
22 件（平成 28 年・1492 件）増加しており、過去 10 年で最大を記録しました。
　また、毎年６月は ｢土砂災害防止月間｣ とされており、土砂災害やそ
の防止に関する国民の理解と関心を深めるため、防災知識の普及・警戒
避難体制の整備等に関する各種の運動を実施することにより、土砂災害
による人命や家屋などの財産を守ることを目的として、昭和 58 年に制
定されたものです。この「土砂災害防止月間」を機に、次に挙げる３点
のポイントを参照にして、家庭の防災対策を見直し、大雨や台風に備え
るようにしましょう。

①土砂災害警戒区域を予め調べておく
　自宅周辺や勤め先・学校など身近な場所、通勤・通学路
といったような普段利用する道路の土砂災害危険箇所や土
砂災害警戒区域等を調べておきましょう。（京都府ホーム
ページで確認が可能です。）
※ただし、土砂災害は ｢土砂災害警戒区域・土砂災害危険
箇所等以外でも発生することがありますので、ご注意くだ
さい。

②避難場所を決めておく 　災害が起きたとき、必ずしも、家族が一緒にいるとは限
りません。日頃から家族全員で最寄りの避難場所や避難す
る道順を話し合って決め、情報を全共有するようにしてお
きましょう。また、避難する道中に土砂災害警戒区域・土
砂災害危険箇所等がないか、河川や水路など大雨のときに
危険な場所がないかを確認し、できるだけ安全な避難経路
を選ぶように心がけましょう。
　さらに、設定した避難経路を実際に歩いてみて、経路上
の目印や避難するときに注意すべき場所も確認してくださ
い。危険な場所や避難場所は各町村のハザードマップで確
認をしてください。

③非常持ち出し品を用意しておく 　災害時に、いざ避難という状況になってから慌てて荷物
をまとめようとしても、適切な判断はしにくいものです。
そこで、常日頃から非常時を想定して、必要な持ち出し品
を用意しておくようにしましょう。以下に主な品目を列挙
しますので、参考にしてください。

【非常食】
　 缶詰・乾パン・ビスケット・インスタントラーメン・粉

ミルク・飲料水など
【衣類】
　下着類・靴下・毛布・タオル・手袋・携帯
　レインコートなど

【安全具・緊急薬品】
　 防災頭巾・ガーゼ・絆創膏・包帯・三角巾・消毒薬・傷

薬・湿布薬・胃腸薬・目薬など
【道具類】
　 携帯ラジオ・携帯電話・懐中電灯・電池・マッチ・ナイフ（缶

切り）・石鹸・ちり紙・ビニール袋・蝋燭・ロープなど
【貴重品】
　現金・貯金通帳・保険証など

※次ページに３町村の避難場所一覧を掲載していますので、ご覧ください。
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３町村の避難場所一覧
　災害時に慌てなくて済むようにするために、以下の一覧を参考にして自宅や勤務地付近の避難場所と安全
な避難経路を確認しましょう。

笠置町・和束町・南山城村避難場所一覧
笠　置　町 和　束　町 南山城村

施設名等 電話番号 施設名等 電話番号 施設名等 電話番号
笠置小学校 0743･95･2046 和束小学校 0774･78･2072 高尾公民館 0743･94･0440
笠置会館 0743･95･2140 和束中学校 0774･78･2012 高尾生涯学習センター －
切山総合センター － 和束運動公園グラウンド － 農業者トレーニングセンター 0743･94･0635
西部区集会所 － 和束町体験交流センター 0774･78･4335 田山生涯学習センター －
東部区集会所 － 和束保育園 0774･78･2156 今山公民館 0743･93･0500
飛鳥路区集会所 0743･95･2229 和束町社会福祉センター 0774･78･3312 笠置中学校 0743･93･0326
産業振興会館 0743･95･2880 和束町人権ふれあいセンター 0774･78･3488 南山城小学校 0743･93･3730
すまいるセンター 0743･95･2630 和束Ｂ＆Ｇ海洋センター 0774･78･2977 奥田公民館 0743･93･0528
笠置保育所 0743･95･2942 和束町老人福祉センター 0774･78･2826 押原コミュニティセンター 0743･93･0007
老人福祉センター 0743･95･2750 白栖区公民館 0774･78･3395 本郷コミュニティセンター 0743･93･0880
笠置児童館 0743･95･2944 中 ･ 五の瀬集会所 － 南山城村第３グラウンド －
南部公民館 0743･95･2356 南大河原会館 0743･93･0008
北部公民館 0743･95･2352 野殿公民館 0743･93･0018

童仙房公民館 0743･93･0016
童仙房生涯学習センター －
月ヶ瀬ＮＴ集会所 0743･93･0804
保健福祉センター 0743･93･0294
南山城村文化会館やまなみホール 0743･93･0560
南山城村役場 0743･93･0101
南山城村自然の家 0743･94･0100

※ 災害の状況により開設する避
難場所は異なります。

　 避難情報により確認をお願い
いたします。

　

熊
本
の
震
災
を
は
じ
め
、
昨
今
、
全
国
的
に
地
震
が
多
発
し
て
い

る
な
か
、
私
た
ち
の
周
辺
で
も
そ
の
よ
う
な
大
地
震
が
い
つ
起
こ
る

か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
地
震
へ
の
備
え
と
し
て
、
ま
ず
は
住
ま
い
の

耐
震
性
が
わ
か
る
耐
震
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
派
遣
事
業

　

３
０
０
０
円
で
耐
震
診
断
か
ら
耐
震
補
強
プ
ラ
ン
の
提
案
ま
で

対　

象

　

① 

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
木
造
住
宅

　

 

② 

延
べ
床
面
積
の
２
分
の
１
以
上
を
住
宅
と
し
て
使
用
し
て

　

 

い
る
も
の

　

③ 

簡
易
耐
震
診
断
の
結
果
、
倒
壊
の
危
険
性
が
高
い
も
の

費　

用　

個
人
負
担
３
０
０
０
円

内　

容

　

京
都
府
登
録
の
耐
震
診
断
士
に
よ
る
耐
震
診
断
・
診
断
結
果
の

説
明
・
耐
震
改
修
の
提
案
・
概
算
工
事
費
の
提
示

募
集
戸
数　

※
随
時
相
談
し
て
く
だ
さ
い

申
込
締
切　

12
月
28
日
（
金
）
ま
で

　

耐
震
診
断
の
結
果
、「
倒
壊
す
る
可
能
性
が
高
い
」と
さ
れ
た
場
合
、

住
宅
の
耐
震
改
修
を
お
勧
め
し
ま
す
。
最
高
90
万
円
ま
で
の
補
助
制

度
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
み

　

笠
置
町
総
務
財
政
課　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１
（
代
表
）

　

和
束
町
総
務
課　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
１
（
直
通
）

　

南
山
城
村
建
設
水
道
課　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
６
（
直
通
）

地
震
に
備
え
今
こ
そ
！

耐
震
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
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シ
リ
ー
ズ
　
相
楽
医
師
会
　 

健
康
ア
ド
バ
イ
ス

そ
の
39　

平
成
29
年
度
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
傾
向

　

平
成
29
年
度
も
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
猛
威
を
振
る
っ
た
の
は

記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

平
成
29
年
９
月
頃
か
ら
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
Ａ
型
が
出
始
め
て
、

早
い
と
こ
ろ
で
は
学
級
閉
鎖
も

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
少
し

落
ち
着
い
た
よ
う
に
思
え
た
の

で
す
が
、
12
月
頃
か
ら
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
Ｂ
型
が
出
始
め
、
一

気
に
患
者
さ
ん
が
増
加
し
ま
し

た
。
普
段
な
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
Ｂ
型
は
年
明
け
か
ら
流
行
し
、

Ｂ
型
が
出
て
く
る
と
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
も
終
焉
す
る
と
い
う
印

象
で
し
た
の
で
、
年
内
に
出
て

く
る
の
に
は
か
な
り
驚
き
ま
し

た
。

　

そ
の
後
年
明
け
に
は
爆
発
的

な
流
行
と
な
り
ま
し
た
。
今
回

は
Ａ
型
と
Ｂ
型
が
混
在
し
て
い

る
状
態
と
な
っ
て
お
り
、
Ｂ
型

に
な
っ
て
も
、
早
け
れ
ば
翌
週

に
は
Ａ
型
に
罹
患
す
る
方
も
多

く
お
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
テ

レ
ビ
で
「
か
く
れ
イ
ン
フ
ル
」

と
い
う
単
語
も
流
行
し
、
発
熱

も
無
い
の
に
関
節
痛
や
倦
怠
感

が
強
く
、
検
査
を
す
る
と
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
罹
患
し
て
い
る

方
も
多
く
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
た
め
普
段
な
ら
高
熱
が
出
て

か
ら
受
診
す
る
方
が
ほ
と
ん
ど

で
し
た
が
、
今
回
は
熱
の
な
い

方
で
も
受
診
す
る
方
が
多
く
、

そ
の
中
に
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
方
も
多
く
含
ま
れ
、
最
終
的

に
は
患
者
数
が
大
幅
に
増
加
し

ま
し
た
。
約
１
６
０
０
万
人
の

方
が
罹
っ
た
よ
う
で
、
日
本
の

人
口
が
約
１
億
２
６
０
０
万
人

で
す
の
で
、
実
に
７
～
８
人
に

一
人
が
罹
患
し
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
大
流
行
を
防
ぐ

た
め
に
は
、
い
つ
も
言
わ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
手
洗
い
・
う
が

い
が
大
事
と
な
っ
て
お
り
ま
す

し
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
と
し
て
マ

ス
ク
も
重
要
で
す
。
た
だ
、
何

よ
り
も
大
事
な
こ
と
は
発
熱
す

る
と
医
療
機
関
に
き
ち
ん
と
受

診
し
、
診
断
が
つ
け
ば
決
め
ら

れ
た
期
間
き
ち
ん
と
内
服
・
安

静
に
す
る
こ
と
で
す
。
最
近
の

お
薬
は
効
果
も
早
く
、
１
日
で

熱
が
下
が
る
方
も
多
い
た
め
、

治
癒
し
た
と
勘
違
い
さ
れ
る
方

も
お
ら
れ
ま
す
。
治
療
と
し
て

は
従
来
通
り
の
タ
ミ
フ
ル
（
内

服
薬
）
や
、
リ
レ
ン
ザ
（
吸
入

薬
）、
イ
ナ
ビ
ル
（
吸
入
薬
）、

点
滴
と
し
て
ラ
ピ
ア
ク
タ
が
あ

り
ま
す
。
平
成
30
年
３
月
14
日

に
は
新
し
い
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
お
薬
で
あ
る
ゾ
フ
ル
ー
ザ
も

発
売
と
な
り
、
さ
ら
に
治
療
の

選
択
が
増
え
ま
し
た
。
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
対
し
て
は
予
防
が

一
番
で
す
が
、
も
し
発
症
す
れ

ば
周
囲
の
方
に
拡
散
し
な
い
た

め
に
も
、
必
ず
医
療
機
関
を
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

 

岸
田
内
科
医
院　

岸
田
秀
樹

◦相楽休日応急診療所の診療体制
受付時間 午前８時30 分～

午後０時30 分
診療時間 午前９時～

症状によっては診察できない場合や京都山城総
合医療センターを紹介する場合があります。

受診前には電話でお問合せください。
平成30年７月の診療科目は次のとおりです。

（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目
７月 1 日（日） 内科
７月 8 日（日） 内科
７月 15 日（日） 内科・小児科
７月 16 日（月・祝） 内科
７月 22 日（日） 内科・小児科
７月 29 日（日） 内科
※ ６月分については広報れんけい５月号をご覧く

ださい。

問合せ　相楽休日応急診療所(相楽会館内)
　　　　☎0774・73・9988（直通）

木
津
警
察
署
か
ら
の
お
し
ら
せ

◇
架
空
請
求
詐
欺
に
注
意

　
「
こ
れ
が
最
終
通
告
で
す
。」「
法
的
手
段
に
訴
え
ま
す
。」

「
民
事
訴
訟
が
起
こ
さ
れ
て
い
る
。」
な
ど
と
不
安
を
煽
り
、

連
絡
し
て
き
た
者
を
騙
し
て
送
金
さ
せ
る
手
口
の
架
空
請
求

詐
欺
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
身
に
覚
え
の
な
い
「
は
が
き
」

や
「
メ
ー
ル
」
が
来
た
ら
す
ぐ
に
警
察
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
梅
雨
期
の
交
通
事
故
防
止

　

雨
の
日
は
視
界
が
悪
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
路
面
が
滑
り

や
す
く
な
る
た
め
、
歩
行
者
も
車
両
の
運
転
者
も
慎
重
な
行

動
と
運
転
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
自
転
車
の
傘
さ
し
運
転
は
危
険
で
す
の
で
、
合
羽

を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

雨
の
日
は
事
故
が
増
加
し
ま
す
。
ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全

運
転
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

◇
子
ど
も
を
守
る
た
め
に

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
が
原
因
で
犯
罪
に
巻
き
こ
ま
れ

る
ケ
ー
ス
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
不
適
切
な
書
き
込
み
や
動

画
の
投
稿
で
加
害
者
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

◎
自
転
車
に
は
鍵
を
必
ず
か
け
ま
し
ょ
う
！

問
合
せ　

木
津
警
察
署　

☎
０
７
７
４
・
72
・
０
１
１
０

　

笠
置
町
で
は
、
５
月
13

日
（
日
）
笠
置
小
学
校
体

育
館
で
笠
置
町
消
防
団
教

養
訓
練
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

本
団
役
員
の
指
導
の
も
と
、

礼
式
訓
練
や
操
法
訓
練
が
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
７
月
１
日
（
日
）

に
笠
置
町
消
防
団
消
防
操

法
大
会
が
開
か
れ
る
た
め
、

操
法
技
術
を
習
得
し
よ
う
と
、

訓
練
に
参
加
し
た
団
員
は
真

剣
な
様
子
で
指
導
を
受
け
て

い
ま
し
た
。

　

和
束
町
で
は
５
月
19
日

（
土
）、
和
束
運
動
公
園
で
和

束
町
消
防
団
の
「
幹
部
・
新

入
団
員
教
養
訓
練
」
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。
相
楽
中
部
消

防
署
和
束
出
張
所
の
指
導
の

も
と
新
入
団
員
は
服
装
点
検
、

基
本
姿
勢
、
礼
式
訓
練
な
ど
を
、
幹
部
団
員
は
停
止
間
や

行
進
間
に
お
け
る
各
個
訓
練
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

南
山
城
村
で
は
、
５
月
13
日
（
日
）、
農
業
者
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
南
山
城
村
消
防
団
の
「
新
入
団
員
教

養
訓
練
」
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
今
年
度
の
新
入
団
員
を

中
心
に
計
６
名
が
、
本
団
役
員
や
相
楽
中
部
消
防
署
東
部

出
張
所
の
署
員
の
み
な
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、
屋
内
や
屋

外
で
の
訓
練
礼
式
な
ど
を
中
心
に
学
び
、
訓
練
指
導
を
受

け
ま
し
た
。

消
防
団
教
養
訓
練
（
３
町
村
）消防団教養訓練（笠置町）新入団員教養訓練（南山城村）
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勤
務
先

　

和
束
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

職　

種　

プ
ー
ル
監
視
員

　
　
　
　

※ 

18
歳
以
上

　
　
　
　
（
た
だ
し
、
高
校

　
　
　
　

生
を
除
く
。）

募
集
人
員　

若
干
名

雇
用
期
間　

 

７
月
22
日
（
日
）
～
８
月
31
日
（
金
）

の
プ
ー
ル
開
放
日

　
　
　
　

※ 

プ
ー
ル
開
放
日
（
日
・
月
・
水
・
金
・

土
曜
日
）

勤
務
時
間　

午
後
１
時
～
４
時

時　

給　

８
７
０
円

必
要
書
類　

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

締
切
日　

 

６
月
29
日
（
金
）︻
郵
送
可
（
た
だ

し
29
日
必
着
）︼

問
合
せ
先
・
提
出
先

    

〒
６
１
９ｰ

１
２
９
５

　

和
束
町
大
字
釜
塚
小
字
生
水
14ｰ

２　

　

和
束
町
役
場
総
務
課

　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
１
（
直
通
）

実
施
日　

６
月
28
日
（
木
）　

場
所
お
よ
び
時
間

　

 

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

　

午
前
10
時
～
午
前
11
時

　

南
山
城
村
文
化
会
館　

午
後
２
時
～
午
後
３
時

和
束
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
ア
ル

バ
イ
ト
（
プ
ー
ル
監
視
員
）
募
集

大
人
も
Ｗ
ａ
ｋ
ｕ
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
体
験
事
業

﹃
春
の
寄
せ
植
え
教
室
﹄（
３
町
村
）

●
和
束
町
教
室

実
施
日　

 

６
月
４
日
（
月
）・

18
日
（
月
）

時　

間　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
40
分

場　

所　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

講　

師　

ア
ル
ヴ
ィ
ン
・
ハ
ー
ト
先
生

●
南
山
城
村
教
室

実
施
日　

６
月
6
日
（
水
）・
20
日
（
水
）

時　

間　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

場　

所　

 

南
山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま
な
み
ホ

ー
ル
）

講　

師　

ケ
ン
ダ
ル
・
コ
ン
ラ
ー
デ
ィ
ー
先
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

実
施
日　

６
月
９
日
（
土
）

時　

間　

 

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　

所　

 

南
山
城
村
文
化
会
館

　
　
　
　
（
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
）

講　

師　

菅
瀬
操
仙
さ
ん

参
加
対
象　

親
と
子
の
茶
道
教
室
受
講
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
５
８
０

実
施
日　

６
月
14
日
（
木
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場　

所　

笠
置
町
中
央
公
民
館

講　

師　

西
垣
紀
壬
代
さ
ん

実
施
日　

６
月
21
日
（
木
）　

乗
降
場
所
お
よ
び
時
間

　

和
束
小
学
校
下
バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー

　

午
前
８
時

　

南
山
城
村
文
化
会
館
駐
車
場　

午
前
８
時
30
分

※ 

各
集
合
場
所
へ
は
出
発
の
５
分
前
に
は
お
集

ま
り
く
だ
さ
い
。

　

 （
帰
着
は
午
後
５
時
30
分
～
６
時
を
予
定
し

て
い
ま
す
が
、
交
通
事
情
に
よ
り
遅
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。）

内　

容

① 

び
わ
湖
大
津
館
「
柳
が
崎
湖
畔
公
園
」
イ
ン

グ
リ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
デ
ン
散
策

② 

今
津
サ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
ホ
テ
ル
で
昼
食
（
会
席

弁
当
）

③
高
島
ビ
レ
ッ
ジ
で
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
手
作
り
体
験

参
加
対
象　

 

３
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
の

方
（
高
校
生
不
可
）

参
加
費

　

４
３
７
０
円
（
入
場
料
＋
昼
食
代
＋
体
験
料
）

※ 

当
日
徴
収
し
ま
す
。
な
お
、
キ
ャ
ン
セ
ル
料

が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

定　

員　

先
着
20
人

申
込
期
間　

６
月
４
日
（
月
）
～
８
日
（
金
）

※
土
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
お
１
人
に
つ
き
、
１
件
の
申
込
に
限
る

申
込
・
問
合
せ

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

大
人
の
英
会
話
教
室

親
と
子
の
茶
道
教
室
（
南
山
城
村
）

﹃
健
康
体
操
﹄（
笠
置
町
）

女
性
学
講
座

﹃
び
わ
湖
高
島
・�

初
夏
の
水
辺
と

ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
﹄（
３
町
村
）

　

障
害
の
あ
る
方
の
外
出

に
付
き
添
う
お
仕
事
に
興

味
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

い
づ
み
福
祉
会
で
は
、

障
害
の
あ
る
方
の
外
出
を
支
援
す
る
際
の
知
識

と
留
意
点
に
つ
い
て
学
ぶ
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
養

成
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

　

３
日
間
の
講
習
・
演
習
で
、
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー

の
資
格
が
取
得
で
き
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る

方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。　

日　

時　

７
月
７
日
（
土
）・
８
日
（
日
）

◇ 

両
日
共
に
午
前
９
時
～
午
後
６
時
頃
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

◇
そ
の
他
演
習
１
日
（
６
時
間
）

会　

場　

加
茂
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

 

木
津
川
市
加
茂
町
里
南
古
田
１
５
６

番
地   

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
7₆
・
４
６
１
１

※ 

Ｊ
Ｒ
加
茂
駅
よ
り
徒
歩
５
分
（
駐
車
場
は
あ

り
ま
す
）

講
習
料　

５
０
０
０
円

定　

員　

30
人
（
定
員
に
達
し
次
第
締
切
）

申
込
期
限　

６
月
22
日
（
金
）

申
込
方
法　

 

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、

生
年
月
日
、
連
絡
先
（
電
話
番
号
・

携
帯
番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
等
）、
所

持
資
格
を
ご
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。（
電
話
で
も

可
）

申
込
・
問
合
せ

　

木
津
川
市
加
茂
町
里
東
里
42

　

 

社
会
福
祉
法
人
い
づ
み
福
祉
会 

サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
い
づ
み

　

☎
０
７
７
４
・
7₆
・
２
５
３
５     

　
FAX

０
７
７
４
・
3₄
・
２
２
７
７
（
担
当 

東
村
）

盆 ちょうちんの処分について　初盆にはちょうちんを飾り、送り火で燃やす風習がありますが、近年の住宅事情や廃棄物の規制によって
燃やすことはできなくなっています。ちょうちんと飾り棚を解体し、ひもで縛って粗大ごみ回収日に出してください。また、白木の位牌
はお寺様にお納めくださいますようよろしくお願いします。

募

　集

講

　座

﹃
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
座
（
障
害
者

移
動
支
援
従
業
者
養
成
研
修
）﹄（
３
町
村
）

※ 

参
加
状
況
に
よ
り
１
会
場
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

参
加
対
象　

 

３
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
の

方
（
高
校
生
不
可
）

参
加
費　

１
６
０
０
円
程
度（
材
料
費
＋
講
習
料
）

持
ち
物　

軍
手
・
ス
コ
ッ
プ
・
タ
オ
ル
・
割
り
箸

定　

員　

先
着
各
10
人

申
込
期
間　

６
月
11
日
（
月
）
～
20
日
（
水
）

　
　
　
　

※
土
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時

申
込
・
問
合
せ

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

勤
務
期
間　

 

８
月
11
日
（
土
）
～
16
日
（
木
）　

６
日
間
（
予
定
）

勤
務
時
間　

午
後
０
時
30
分
～
４
時
30
分

勤
務
場
所　

南
山
城
小
学
校
の
プ
ー
ル

募
集
定
員　

４
人
程
度

応
募
資
格

　

１
．
高
校
生
以
上
で
泳
げ
る
方

　
　
　

 （
た
だ
し
、
高
校
生
は
保
護
者
の
承
諾

書
が
必
要
で
す
） 

　

２
．
教
育
委
員
会
が
開
催
す
る
安
全
講
習
会

及
び
調
整
会
に
出
席
で
き
る
方

　

※ 

別
途
、
プ
ー
ル
の
一
般
開
放
日
ま
で
に

プ
ー
ル
監
視
に
係
る
安
全
確
保
の
た
め
の

安
全
監
視
講
習
会
及
び
調
整
会
議
（
３
時

間
程
度
を
予
定
）
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ

れ
に
必
ず
出
席
で
き
る
方
。

プ
ー
ル
監
視
員
の
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

参
加
対
象　

笠
置
町
在
住
者

問
合
せ　

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
７
２
６
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催

　し

　

｢

子
ど
も
が
聞
こ
え
な
い
⋮｣

と
不
安
に
思
っ

て
い
る
パ
パ
や
マ
マ
、
聞
こ
え
に
く
い
子
ど
も

も
、
す
く
す
く
育
つ
場
「
に
じ
っ
こ
・
城
陽
」

へ
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
聞
こ
え
に
く
い
友
達
や

マ
マ
友
・
パ
パ
友
を
作
り
交
流
し
ま
し
ょ
う
。

日　

程　

６
月
９
日
（
土
）・
７
月
14
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
11
時
～
午
後
２
時

　
　
　
　
（
受
付 

午
前
10
時
30
分
～
）

会　

場　

 

京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー
研

修
室
１

対
象
者

◦
聞
こ
え
に
く
い
子
ど
も
と
そ
の
ご
家
族

◦ 

子
ど
も
の
聞
こ
え
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
ご

家
族

◦
聞
こ
え
に
く
い
両
親
や
聞
こ
え
る
兄
弟

参
加
費　

 

無
料
（
材
料
費
な
ど
が
か
か
る
場
合

は
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。）

申
込
方
法　

 

フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
電
話
に
て
氏

名
、
住
所
、
連
絡
先
、
お
子
さ
ん
の

年
齢
・
聞
こ
え
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

 

京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー　

担
当 

乾
・
柏 

　
　
　
　

〒
６
１
０

－

０
１
２
１

　
　
　
　

城
陽
市
寺
田
林
ノ
口
11
番
64　
　

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
3₀
・
９
０
０
０

　
　
　
　
FAX

０
７
７
４
・
55
・
７
７
０
８

京
都
府
委
託
南
部
難
聴
幼
児
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
事
業
﹁
に
じ
っ
こ
・
城
陽
﹂

笠置町水道メーター検針員を引き続き募集しています　広報れんけい 2018 年３月号に掲載しました笠置町水道メーター検針員の募集に
つきまして、応募期限を延長して募集を継続いたします。興味のある方はぜひご一報ください。
問合せ　笠置町建設産業課　☎ 0743・95・2301（代表）

日　

時　

６
月
16
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

場　

所　

 

木
津
川
市
中
央
交
流
会
館
（
い
ず
み

ホ
ー
ル
）

　
　
　
　

木
津
川
市
木
津
宮
ノ
内
92

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
72
・
８
８
０
０

内　

容

１
．
開
会

◇
主
催
者
挨
拶　

第
₆₈
回｢

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動｣

相
楽
地
区
大
会

　
　
　

和
束
町
総
務
課

　
　
　

相
楽
郡
和
束
町
釜
塚
生
水
14

－

２

　
　
　

☎
０
７
７
４･

78
・
３
０
０
１
（
直
通
）

　
　
　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　

相
楽
郡
南
山
城
村
北
大
河
原
久
保
14

－

１

　
　
　

☎
０
７
４
３･

93･

０
１
０
２
（
直
通
）

（
４
）　

そ
の
他

　
　
　

 

自
衛
隊
各
駐
屯
地
・
各
基
地
等
に
お
い

て
も
案
内
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

試
験
区
分　

 

事
務
・
技
術
・
農
業
・
農
業
土
木
・

林
業

受
験
資
格　

 

①
平
成
30
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、

高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を

卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

２
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
及
び
、

平
成
31
年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校
ま

た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
す
る
見

込
の
者
。

　
　
　
　

 

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
に
準
ず

る
と
認
め
る
者
。

申
込
受
付
期
間

◇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

６
月
18
日
（
月
）
～
27
日
（
水
）

◇
郵
送
ま
た
は
持
参

　

 

６
月
18
日
（
月
）
～
20
日
（
水
）（
通
信
日

付
印
有
効
）

※ 

原
則
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
を
し
て
く

だ
さ
い
。

第
１
次
試
験
日　

９
月
２
日
（
日
）

試
験
地　

 

京
都
市
・
大
阪
市
・
神
戸
市
・
奈
良
市
・

和
歌
山
市
・
田
辺
市

受
検
案
内　

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ア
ド
レ
ス
は
次
の
通
り
で
す
。

　
　
　
　

 ｢
国
家
公
務
員
試
験
採
用
情
報
Ｎ
Ａ

Ｖ
Ｉ｣

(http://w
w

w
.jinji.go.jp/

saiyo/saiyo.htm
)

問
合
せ　

〒
５
５
３

－

８
５
１
３

　
　
　
　

大
阪
市
福
島
区
福
島
１

－

１

－

60

　
　
　
　

人
事
院
近
畿
事
務
局
試
験
第
二
係

　
　
　
　

☎
０
６
・
４
７
９
６
・
２
１
９
１

平
成
₃₀
年
度
国
家
公
務
員
採
用

一
般
職
試
験
（
高
卒
者
試
験
）

　
　

 （
講
習
会
・
調
整
会
議
に
つ
い
て
は
、
勤

務
時
間
と
し
て
賃
金
支
払
対
象
と
な
り
ま

す
。）

　

※ 
安
全
講
習
会
と
調
整
会
議
に
加
え
て
相
楽

中
部
消
防
組
合
消
防
本
部
が
７
月
８
日

（
日
）
に
開
催
す
る
普
通
救
命
講
習
会
（
左

記
参
照
）
を
受
講
す
る
こ
と
が
必
須
条
件

と
な
り
ま
す
。

安
全
監
視
員
講
習
会
及
び
調
整
会
議

日　

程　

 

７
月
下
旬
（
※
後
日
調
整
の
上
、
連

絡
）
３
時
間
程
度

開
催
場
所　

 

南
山
城
小
学
校 

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
室
・

プ
ー
ル

時
間
給　

１
０
０
０
円

申
込
受
付
期
間

　

６
月
11
日
（
月
）
～
７
月
６
日
（
金
）
の
平
日

受
付
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で

申
込
み　

 

市
販
の
履
歴
書
、
ア
ル
バ
イ
ト
登
録

申
請
書
、
承
諾
書
（
高
校
生
の
み
）

を
教
育
委
員
会
ま
た
は
南
山
城
村
分

室
へ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

 

承
諾
書
及
び
申
請
書
は
窓
口
ま
た
は

連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
な
お
、
応
募
者

に
つ
い
て
は
順
次
審
査
の
う
え
、
募

集
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課　

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

普
通
救
命
講
習
会

日　

時　

７
月
８
日
（
日
）
午
前
９
時
～
正
午

場　

所　

木
津
川
市
木
津
白
口
10
番
地
２

　
　
　
　

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部
３
階

内　

容　

心
肺
蘇
生
法
・
異
物
除
去
法
・
止
血
法

　
　
　
　

 

自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）

の
使
用
方
法

対　

象　

 

木
津
川
市
・
笠
置
町
・
和
束
町
・
南

山
城
村
に
在
住
ま
た
は
、
勤
務
者

　
　
　
　

 （
原
則
、中
学
生
以
上
の
方
と
し
ま
す
。）

募
集
人
員　

先
着
30
人

　

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切
り
ま
す
。

受
講
料　

無
料

申
込
期
間　

６
月
４
日
（
月
）
～
29
日
（
金
）

１
．
募
集
種
目
及
び
試
験
期
日
等

募
集
種
目

受
付
期
間

試
験
期
日

資　

格

航空学生

７
月
１
日（
日
）～

９
月
７
日（
金
）

１
次 

　

９
月
17
日（
月･

祝
）

２
次

　

10
月
15
日（
月
）～

　

21
日（
日
）

３
次（
海
）

　

11
月
22
日（
木
）～

　

12
月
19
日（
水
）

（
空
）

　

11
月
17
日（
土
）～

　

12
月
20
日（
木
）

海18
歳
以
上
23
歳
未

満
の
者

︻
高
卒
又
は
高
専

３
年
次
修
了
者

（
い
ず
れ
も
見
込

含
）︼

空18
歳
以
上
21
歳
未

満
の
者

︻
高
卒
又
は
高
専

３
年
次
修
了
者

（
い
ず
れ
も
見
込

含
）︼

一般曹候補生

７
月
１
日（
日
）～

９
月
７
日（
金
）

１
次 

　

９
月
21
日（
金
）～

　

23
日（
日
）

２
次

　

10
月
12
日（
金
）～

　

17
日（
水
）

い
ず
れ
か
１
日
を
指

定
し
ま
す
。

18
歳
以
上
27
歳
未

満
の
者

自衛官
候補生

男子

年
間
を
通
じ
て
お

こ
な
っ
て
お
り
ま

す
。

受
付
時
に
お
し
ら
せ

し
ま
す
。　

※

18
歳
以
上
27
歳
未

満
の
者

女子

（
注
）
※ 

平
成
31
年
３
月
高
等
学
校
卒
業
予
定

者
又
は
中
等
教
育
学
校
卒
業
予
定
者

の
採
用
試
験
は
、
平
成
30
年
９
月
17

日
以
降
に
お
こ
な
い
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
に
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

２
．
受
付
及
び
問
合
せ

（
１
）　

自
衛
隊
京
都
地
方
協
力
本
部

　
　
　

京
都
市
中
京
区
西
ノ
京
笠
殿
町
38

　
　
　

☎
０
７
５･

８
０
３･

０
８
２
１

（
２
）　

宇
治
地
域
事
務
所

　
　
　

宇
治
市
広
野
町
西
裏
71

－

５

　
　
　

Ｓ
．
Ｃ 

Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ｏ 

２
０
２
号
室

　
　
　

☎
０
７
７
４･

₄₄･

７
１
３
９

（
３
）　

笠
置
町
総
務
財
政
課

　
　
　

相
楽
郡
笠
置
町
西
通
90

－

１

　
　
　

☎
０
７
４
３･

95･

２
３
０
１
（
代
表
）

平
成
₃₀
年
度
自
衛
官
募
集
案
内

　
　
　
　

 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
（
土
・

日
を
除
く
）

問
合
せ　

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部
警
防
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
75
・
１
３
８
２
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相

　談

実
施
日　

６
月
19
日（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
～
４
時

場　

所　

産
業
振
興
会
館
１
階
和
室

問
合
せ　

笠
置
町
税
住
民
課
（
人
権
相
談
）

　
　
　
　

総
務
財
政
課
（
行
政
相
談
）

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１
（
代
表
）

日　

時　

７
月
29
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

会　

場　

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
京
都

講　

師　

土
井
善
晴
さ
ん
（
料
理
研
究
家
）

内　

容　
「
食
は
笑
顔
の
は
じ
ま
り
」

定　

員　

１
０
０
人

参
加
費　

無
料

申　

込　

厚
生
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
み

受　

付　

 

６
月
22
日
（
金
）
午
前
９
時
～
７
月

６
日
（
金
）
午
後
５
時

　
　
　
　

※
先
着
順

実
施
日　

６
月
20
日（
水
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場　

所　

和
束
町
役
場
１
階 

第
１
相
談
室

問
合
せ　

和
束
町
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
１
（
直
通
）

人
権
相
談
・
行
政
相
談
（
笠
置
町
）

土
井
善
晴
さ
ん
の
講
演
会

行
政
相
談
（
和
束
町
）

日　

時  

６
月
30
日
（
土
）
正
午
～
午
後
５
時

場　

所　

 

メ
ル
パ
ル
ク
京
都　

５
階
・
６
階
・

７
階

　
　
　
　

※ 

Ｊ
Ｒ｢

京
都｣

駅
中
央
口
よ
り
徒

歩
１
分

内 

容
（
予
定
）

◇
福
祉
職
場
リ
レ
ー
ト
ー
ク　

　

 

出
展
法
人
の
職
員
が
、
法
人
や
施
設
の
個
性

や
働
き
や
す
さ
等
に
つ
い
て
多
数
の
法
人
か

ら
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

◇
合
同
就
職
面
接
会

　

 

出
展
法
人
の
ブ
ー
ス
を
回
っ
て
、
人
事
担
当

者
や
先
輩
職
員
か
ら
具
体
的
な
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

◇ 

出
展
法
人 

京
都
府
内
の
介
護
・
福
祉
事
業
所 

約
１
３
０
法
人

予　

約　

不
要

入
場
料　

無
料

対　

象

◦ 

平
成
31
年
３
月
卒
業
予
定
者
（
大
学
４
回
生
・

短
２
学
校
生
等
）

◦ 

平
成
32
年
３
月
以
降
の
卒
業
予
定
者
等
・
一

般
求
職
者
等

◦
医
療
系
有
資
格
者
等

※ 

一
般
の
学
部
学
科
の
方
、
一
般
求
職
者
の
方

を
広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
・
主
催

　

 

福
祉
職
場
就
職
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
（
社
会

福
祉
法
人
京
都
府
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

☎
０
７
５･

２
５
２･

６
２
９
７

Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
就
職
フ
ェ
ア

日　

時　

６
月
23
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　

所　

山
城
郷
土
資
料
館

演　

題　

 「
科
学
の
目
か
ら
見
た
柿
渋
の
謎
と

活
用
」

講　

師　

 

鹿
児
島
大
学
名
誉
教
授 

柿
渋
・
カ
キ

タ
ン
ニ
ン
研
究
会
会
長

　
　
　
　

松
尾
友
明
さ
ん

聴
講
料　

無
料
。
た
だ
し
入
館
料
が
必
要
。

　
　
　
　

※
事
前
申
込
み
は
不
要
。

施
設
の
ご
案
内

所
在
地　

木
津
川
市
山
城
町
上
狛
千
両
岩

入
館
料　

一
般
２
０
０
円
・
小
中
学
生
50
円

開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　
　
　
　

※
休
館
日　

月
曜
日

問
合
せ　

府
立
山
城
郷
土
資
料
館 

総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４･

₈₆･

５
１
９
９

　
　
　
　
FAX

０
７
７
４･

₈₆･

５
５
８
９

府
立
山
城
郷
土
資
料
館
の
催
し

文
化
財
連
続
講
座

実
施
日　

６
月
20
日
（
水
）

時　

間　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　

所　
 

月
个
瀬
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
集
会
所

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
（
直
通
）

実
施
日　

６
月
20
日
（
水
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
５
時

場　

所　

 

月
个
瀬
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
集
会
所

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
（
直
通
）

　

※
無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

行
政
・
人
権
・
困
り
ご
と
相
談（
南
山
城
村
）

無
料
法
律
相
談
（
南
山
城
村
）

実
施
日　

６
月
₁
日（
金
）・
27
日
（
水
）

時　

間　

午
後
１
時
₃₀
分
～
４
時

場　

所　

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

和
束
町
人
権
啓
発
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
４
８
８

人
権
相
談
（
和
束
町
）

実
施
日

場　

所

６
月

12
日
（
火
）
飛
鳥
路
集
会
所

20
日
（
水
）
東
部
集
会
所

22
日
（
金
）
笠
置
会
館

27
日
（
水
）
産
業
振
興
会
館

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

問
合
せ　

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１
（
代
表
）

健
康
相
談
（
笠
置
町
）

　

◦ 

相
楽
地
方
推
進
委
員
会
委
員
長
（
精
華
町

長
）　

木
村
要

　

◦
相
楽
保
護
区
保
護
司
会
会
長　

杉
嶋
茂
孝

◇
来
賓
祝
辞　
　

　

◦
京
都
府
山
城
広
域
振
興
局
長

　

◦
京
都
府
木
津
警
察
署
長

２
．
総
理
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
伝
達

３
．
京
都
府
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
入
選
作
文
（
京

　
　

都
府
知
事
賞
）
の
朗
読

　
　
﹃
本
当
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
﹄

　
　

 

木
津
川
市
立
木
津
第
二
中
学
校
１
年
（
現

２
年
）
稲
田
陸
人
さ
ん

４
．
講
演

　

演
題　

 ｢

更
正
保
護
活
動
の
協
働

－

滋
賀
県
栗

東
市
の
Ｂ
Ｂ
Ｓ
活
動
を
事
例
に

－｣

　

講
師　

龍
谷
大
学
社
会
学
部 

笠
井
賢
紀
准
教
授

５
．
閉
会
挨
拶

　
　

相
楽
地
区
保
護
観
察
協
会
会
長　

杉
山
欽
明

主　

催　

 

第
68
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
相

楽
地
区
推
進
委
員
会

問
合
せ　

相
楽
地
区 

推
進
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
（
相
楽
郡
広
域
事
務
組
合
事
務
局
）

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
72
・
０
４
２
１

問
合
せ

　
（
一
財
）
京
都
府
市
町
村
職
員
厚
生
会

　

☎
０
７
５
・
４
１
１
・
０
０
８
４

　
HP h

ttp
://w

w
w

.k
y

o
to

-k
o

se
ik

a
i.or.jp

実
施
日

場　

所

６
月

15
日
（
金
）
童
仙
房
公
民
館

20
日
（
水
）
本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

22
日
（
金
）
高
尾
公
民
館

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

問
合
せ　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
２
９
４ 

健
康
相
談
（
南
山
城
村
）

日　

時　

６
月
27
日
（
水
）

　
　
　
　

①
午
前
10
時
～　

②
午
前
11
時
～

　
　
　
　

③
午
後
１
時
～　

④
午
後
２
時
～　

場　

所　

 

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー
（
相

楽
会
館
内
）

内　

容　

 

聴
こ
え
に
関
す
る
相
談
、
聴
力
測
定

（
聴
力
測
定
を
ご
希
望
の
方
は
１
時

間
程
度
）

対　

象　

 

木
津
川
市
・
相
楽
郡
内
に
お
住
ま
い

で
聴
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら

れ
る
方
と
そ
の
ご
家
族

費　

用　

無
料

申
込
み　

 

お
電
話
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
６
月
20

日
（
水
）
ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

ご
予
約
の
際
、
お
名
前
・
年
齢
・
住
所
・

電
話
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）・
相
談
内
容
・
ご

希
望
の
時
間
帯
を
お
し
ら
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
が
多
い
場
合
は
、
変
更
を
お

願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
予

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

き
こ
え
の
相
談
会

ご寄附ありがとうございました「和束町ふるさと応援寄附金基金」へ次のとおりご寄附をいただきました。（平成 30 年４月受付）敬称略
　氏　名：草水　正宏　住　所：木津川市　寄付金額：10,000 円
　ありがとうございました。お寄せいただいた寄附金は、和束町のまちづくりのため有効に活用させていただきます。
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　平成 30 年度労働保険年度更新（労働保険料の申告・納付）期間は６月１日（金）～７月 10 日（火）（※土・日曜は除く）となっ
ております。
　また、昨年度と同様 ｢石綿健康被害救済法｣ に基づく一般拠出金の申告・納付を労働保険年度更新と併せておこなっていただ
くことになります。お手元に届く ｢労働保険概算・確定保険料・石綿健康被害救済法一般拠出金申告書｣ により７月 10 日（火）
までに申告納付をお済ませください。なお、申告納付は京都労働局・労働基準監督署並びに金融機関で受け付けております。
　また、電子申請による申請や口座振替による納付もご利用（※１）が可能となっていますので、是非ご利用ください。
※１  平成 30 年度１期保険料の口座振替申込みは既に終了しています。30 年度２期保険料からのご利用となります。
平成 30 年度の保険料率
◦平成 30 年度の雇用保険率は前年度から変更なく、下記のとおりとなります。

①労働者負担
　 （失業者給付の保険率のみ）

②事業主負担 ①＋②
雇用保険率失業等給付の保険率 雇用保険二事業の保険率

一般の事業 ３/ １０００ ６/ １０００ ３/ １０００ ３/ １０００ ９/ １０００

農林水産（※２）・
清酒製造の事業 ４/ １０００ ７/ １０００ ４/ １０００ ３/ １０００ 11/ １０００

建設の事業 ４/ １０００ ８/ １０００ ４/ １０００ ４/ １０００ 12/ １０００

※２  園芸サービス・牛馬の育成・酪農・養鶏・養豚・内水面養殖および特定の船員を雇用する事業については一般の事業の保険
率が適用されます。

◦ 労災保険率については一部業種で改定されています。保険料率・手続きの方法・申込用紙等、詳細は京都労働局ホームページ
をご覧ください。

　HP https://jsite.mhlw.go.jp/kyoto-roudoukyoku/home.html
問合せ　京都労働局総務部労働保険徴収課　☎ 075・241・3213　または各労働基準監督署へ

平成30年度労働保険年度更新について

小学校（道徳を除く）・中学校教科書（道徳のみ）見本展示会のご案内

日　

時 

６
月
26
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　

所　

木
津
川
市
木
津
駅
前
１ｰ

10

　
　
　
　
（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅 

西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
前
す
ぐ
）

　
　
　
　

 

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
「
あ
ん
」

費　

用　

無
料 

問
合
せ　

 

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
「
あ
ん
」

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
71
・
０
７
０
１

　
　
　
　

 

０
８
０
・
４
２
８
・
３
４
２
０

※ 

相
談
会
以
外
の
日
に
も
、
ご
相
談
を
お
受
け

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

就
職
相
談
会

（
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
方
の
相
談
会
）

　６月 25 日（月）午後２時から午後３
時にかけて、高度情報ネットワークメー
ルサーバーのメンテナンス作業を実施し
ます。作業中はメールサービスをご利用
いただけない場合があります。ご利用の
皆様には大変ご迷惑をお掛けしますが、
ご理解とご協力をお願いします。
問合せ　笠置町商工観光課
　　　　☎ 0743・95・2301（代表）
　　　　南山城村総務課
　　　　☎ 0743・93・0102（直通）

高度情報ネットワークのおしらせ
� （笠置町・南山城村）

訂正とお詫び：３町村に配布しました、「相楽東部広域バス」パンフレット内の４ページにおいて、「南山城村図書室」の開館時間の記載
が間違っておりました。「毎週水・土隔週金」と記載しておりましたが、正しくは毎週「水・金・土・日（年末年始除く）」の誤りでした。
訂正してお詫び申し上げます。

訂
正
と
お
詫
び
：
３
町
村
に
配
布
し
ま
し
た
、「
相

楽
東
部
広
域
バ
ス
」
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
内
の
４
ペ
ー
ジ

に
お
い
て
、「
南
山
城
村
図
書
室
」
の
開
館
時
間
の
記

載
が
間
違
っ
て
お
り
ま
し
た
。「
毎
週
水
・
土
隔
週
金
」

と
記
載
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
「
毎
週
水
・

金
・
土
・
日
（
年
末
年
始
除
く
）」
の
誤
り
で
し
た
。

訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　平成 31 年度小学校で使用する教科書を採択するにあたり、教育委員会では、住民のみなさんからご意見をいただき、教科書
を選ぶ上での参考とするため、採択の候補となっている教科書の見本を各小学校及び和束町体験交流センターにおいて展示しま
す。（今回の小学校教科書見本は、平成 26 年度採択時のものであり、32 年度以降使用される教科書見本については来年度に展
示します。）
　また、平成 31 年度から中学校でも道徳が教科になるため、採択の候補となっている教科書の見本を各中学校及び和束町体験
交流センターにおいて展示します。
　各展示会の会場及び日程は下記のとおりです。なお、各展示会場には、アンケート用紙を準備していますので、教科書に関す
るご意見などをお寄せください。
【巡回展示会】　小学校教科書見本（特別の教科道徳除く） 【巡回展示会】　中学校教科書見本（特別の教科道徳） 【法定展示会】
展示会場名 展示期間 展示時間 展示会場名 展示期間 展示時間 展示会場名 展示期間 展示時間
笠置小学校 ６月 ４日（月）～

６月 ８日（金）
午前９時～
午後４時

笠置中学校 ６月 11 日（月）～
６月 15 日（金）

午前９時～
午後４時

山城教科書
センター

６月 15 日（金）～
７月４日（水）

午前９時～
午後４時

南山城小学校 ６月 11 日（月）～
６月 15 日（金）

午前９時～
午後４時

和束中学校 ６月 18 日（月）～
６月 22 日（金）

午前９時～
午後４時

和束小学校 ６月 18 日（月）～
６月 22 日（金）

午前９時～
午後４時

和束町体験
交流センター

６月 25 日（月）～
６月 29 日（金）

午前９時～
午後４時

和束町体験
交流センター

６月 25 日（月）～
６月 29 日（金）

午前９時～
午後４時

※　各会場とも土・日曜日を除きます。
※　山城教科書センターは、京都府山城教育局内にあります。

問
合
せ　

〒
６
１
９

－

０
２
１
４

　
　
　
　

木
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川
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木
津
上
戸
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FAX

０
７
７
４
・
72
・
６
８
６
２
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今月の新着図書
町村別 種　類 タ イ ト ル 著 者 名

笠 置 町

一般書
南極ないない 小塩哲郎
火定 澤田瞳子
たゆたえども沈まず 原田マハ

児童書

わたしの空と五・七・五 森埜こみち
よりみち 3 人修学旅行 市川朔久子
チョコレート物語
一粒のおくり物を伝えた男 佐和みずえ

和 束 町

一般書

鴨川食堂おまかせ 柏井壽
ペトロ 今野敏
子育てで絶対やってはいけな
い 35 のこと アグネス・チャン

児童書

タンポポの金メダル 青井芳美
せかいのはてのむこうがわ たなかやすひろ
こめとぎゆうれいの
よねこさん 小林ゆたか

南山城村

一般書
火定 澤田瞳子
駐在日記 小路幸也
ねこ切り絵 高木亮

児童書
いちご こがようこ
へろへろおじさん 佐々木マキ
フタバスズキリュウ たかしよいち

☆3町村のどなたでも借りられます。最寄の図書室でリクエストしてください。

「
ま
す
ま
す
手
が
こ
ん
で
き
た
架
空
請
求
に
ご
注
意
」

Ⓠ 
昨
日
、
圧
着
ハ
ガ
キ
が
届
き
、

開
い
て
み
た
と
こ
ろ
「
総
合
消
費

料
金
に
関
す
る
訴
訟
最
終
告
知
」

と
い
う
見
出
し
が
目
に
飛
び
込
ん

で
き
た
。
未
納
の
心
当
た
り
も
な

く
、
な
ん
の
こ
と
か
よ
く
わ
か
ら

な
い
が
、
企
業
か
ら
訴
え
ら
れ
て

い
る
の
で
こ
の
ま
ま
に
し
て
お
く

と
裁
判
や
差
し
押
さ
え
に
な
る
と

書
か
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
を
避
け
る
た
め
に
は
す
ぐ

に
ハ
ガ
キ
に
書
か
れ
た
電
話
番
号

に
連
絡
を
す
る
よ
う
に
と
あ
る
。

連
絡
先
は
行
政
の
機
関
の
よ
う

だ
。
電
話
の
受
付
期
限
が
数
日
後

に
な
っ
て
お
り
慌
て
て
し
ま
い
、

連
絡
を
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、

家
族
か
ら
先
に
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
相
談
し
た
ほ
う
が
よ
い
と

言
わ
れ
た
。（
60
歳
代　

男
性
）

Ⓐ 

相
談
の
事
例
は
典
型
的
な
架

空
請
求
と
い
わ
れ
る
も
の
で
す
。

一
時
期
ハ
ガ
キ
に
よ
る
架
空
請
求

は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、

最
近
ま
た
増
え
て
き
て
お
り
、
し

か
も
圧
着
ハ
ガ
キ
を
使
う
な
ど
一

見
す
る
と
架
空
請
求
と
は
思
え
な

い
手
の
こ
ん
だ
も
の
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
架
空
請
求

の
多
く
は
、
行
政
機
関
を
装
い
、

「
未
納
料
金
の
訴
訟
最
終
告
知
」

等
と
書
か
れ
た
ハ
ガ
キ
が
自
宅
に

届
き
、文
面
に
「
訴
訟
を
起
こ
す
」

「
差
し
押
さ
え
」
な
ど
と
法
律
用

語
を
使
っ
て
不
安
を
あ
お
り
、
ハ

ガ
キ
に
記
載
の
あ
る
連
絡
先
に
電

話
を
か
け
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。
連
絡
を
す
る
と
お
金
を
要

求
さ
れ
た
り
、
電
話
番
号
等
の
個

人
情
報
を
知
ら
れ
て
し
ま
っ
た
り

す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
で
す

か
ら
決
し
て
連
絡
し
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
事
例
の
ケ
ー
ス
で
は
相
談

者
に
架
空
請
求
に
つ
い
て
説
明

し
、
そ
の
ま
ま
無
視
す
る
よ
う
助

言
し
ま
し
た
。

消
費
生
活
の
相
談
や
苦
情
は
お
気
軽
に

　
　

相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ︵
電
話
又
は
来
所
︶

　

 

☎
０
７
７
４
・
₇₂
・
９
９
５
５

　
　
　
　
　
　
︵
ナ
ニ
？
キ
ュ
ー
キ
ュ
ー
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
︶

　
　
　
　
　

相
談
は
無
料
で
す
。　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

※﹁
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
﹂☎
１
８
８︵
い
や
や
！
︶番
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
日　

月
～
金（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

相
談
時
間　

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

　
　
　
　
（
※
平
成
30
年
４
月
か
ら
相
談
時
間
が
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
。）

住　

所　

 

木
津
川
市
木
津
上
戸
₁₅
相
楽
会
館
１
階　

京
都
府
木
津
総

合
庁
舎
東
隣（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
東
口
か
ら
徒
歩
約
５
分
）

　
　
　
　

※
土
曜
・
日
曜
・
祝
日（
年
末
年
始
を
除
く
）は

　
　
　
　

☎
０
７
５･

２
５
７･

９
０
０
２
へ（
電
話
の
み
）

相
談
す
れ
ば

楽
に
な
る

和束町体験交流センター図書室より 南山城村図書室より
☆『おはなしのじかん』のご案内
　日　時　６月24日（日）午前10時30分～
　場　所　和束町体験交流センター１階ホール

☆えほんのじかん『ねぇ おはなしよんで』
　日　時　6月10日（日）午後１時30分～３時30分
　場　所　南山城村図書室（ＪＡ２階）
　内　容　 来室してくれた子どもからの要望で、上記の時間帯で

あれば、いつでも、ひとりでも絵本を読みます。おお
きな絵本を用意して待っています。

☆『おはなし会』のご案内
　 　幼児・小学生を対象に、南山城村おはなしサークル“ぐりぐら”

のメンバーにより、簡単な工作と読み聞かせを開催します。

　日　時　６月17日（日）午前10時～11時30分
　場　所　和束町体験交流センター１階ホール
　対　象　幼児・小学生（定員20人）
　申込み　和束町体験交流センター図書室
　　　　　☎0774・78・4013

☆相互貸借について
　 　京都府下図書館の相互協力により、図書室で蔵書していない本

について京都府下のどこの図書館からも本をかりることができる
ようになっています。

　 　読みたい本を図書室窓口にて申し込んでください。貸出可能な
本であれば借受ができます。是非、利用してください。

★ Pick UP ★

「フタバスズキリュウ」
たかし　よいち 著

　日本で発見された首長竜「フタバスズ
キリュウ」のものがたりと解説を収録。
　およそ一億六千年にもわたってたくさ
んの恐竜たちが生きていた時代。かれらはなにを食べ、ど
んなくらしをし、どのように子を育て、長い世紀生きのび
たのでしょう。

★ Pick UP ★

図 書 室
　 だ よ り



環 境

燃えるごみ

燃えるごみの出し方燃えるごみの出し方

ごみの出し方に
関する問合せ

笠置町税住民課
和束町農村振興課

南山城村産業生活課
相楽東部クリーンセンター

☎ 0743･95･2301（代表）
☎ 0774･78･3008（直通）

☎ 0743･93･0105（直通）
☎ 0774･78･4153

ベストショット今月の

３町村人口 人口・世帯数（平成30年５月１日現在）

笠　置　町● ●

人　口　1,368 人 　（－6）
世帯数　　652 世帯（－3）

〒619-1303 京都府相楽郡
笠置町大字笠置小字西通90-1

TEL：0743・95・2301
FAX：0743・95・2961
http://www.town.kasagi.lg.jp/

和　束　町● ●

人　口　4,017 人 　（－9）
世帯数　1,710 世帯（＋2）

〒619-1212 京都府相楽郡
和束町大字釜塚小字生水14-2

TEL：0774・78・3001
FAX：0774・78・2799
http://www.town.wazuka.lg.jp/

南山城村● ●

人　口　2,795 人  （－12）
世帯数　1,244 世帯（－3）

〒619-1411 京都府相楽郡
南山城村大字北大河原小字久保14-1

TEL：0743・93・0101
FAX：0743・93・3030
http://www.vill.minamiyamashiro.lg.jp/

～ふるさとの茶、日本一を目指して～

　５月１日（火）～５月12日（土）にかけて、村内のお茶の生産者が全国・
関西・京都府茶品評会に向けた煎茶製造に汗を流しました。今年村では９点
の出品茶の製造がおこなわれました。
　７月３日（火）・４日（水）には、京都府茶品評会の審査がおこなわれます。
　また７月31日（火）～８月２日（木）には、関西茶品評会の審査が三重県
四日市市で、８月28日（火）～31日（金）には全国茶品評会の審査が静岡県
静岡市で開かれ、「お茶の形や色・香・味」の各項目により順位を競います。
各種品評会での成績に大きな期待が寄せられます。
　本年度の出品茶の摘採にあたりご協力をいただきました方々に、厚くお礼
申しあげます。

出せるもの（一例）
生ごみ・紙類・布類・木くず・紙おむつ

出す時の注意
◎生ごみの約６割は水分です。そのまま袋に入れると悪臭の原因になります。十分に水切りをして出してください。

◎食用油は固めるか、紙などに浸してください。

◎紙類はクリップやホッチキス等は外して出してください。

◎刈草等は乾かして土を取って、燃えるごみの袋にいれて収集所に出してください。

◎竹・枝・茎等は燃えるごみの袋に入らない竹・木類は必ず1m以内に切断し紐で束ね

収集所に出してください。

◎紙おむつは汚物を取り除き新聞紙等で包んで燃えるごみの袋に入れてください。

　生ごみの水切り、ごみの分別を徹底していただくことで、ごみの減量化やごみ処理費

用の節約につながります。ご協力をよろしくお願いします。

南山城村

今年もたくさんの摘み子さんに
ご協力いただきました

●燃えるごみ収集日
笠 置 町　 毎月　火・金曜日
和 束 町　 毎月　月・木曜日
南山城村　 毎月　火・金曜日

（野殿・童仙房は火曜日のみ）
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印刷所　株式会社　昭文社
　　　　〒630－8031　奈良市柏木町176－1
　　　　TEL：0742－34－2161　FAX：0742－34－2196


